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1．はじめに

　国際教育交流センター海外留学部門では，留学経験

者，留学予定者，国際交流に興味のある学生から成る

留学支援団体「留学のとびら」を支援している。留学

のとびらは，交換留学経験者の有志団体により2010年

に設立され，以降，留学フェアや留学相談会などを主

催し，留学推進に関する活動をおこなっている。また，

学内で実施される留学説明会や留学経験発表などの場

においても自身の留学経験に関するプレゼンテーショ

ンも数多く実施しており，留学を学内にて周知してい

く上で海外留学部門にとって欠かせない団体である。

設立7年目となる今年度，留学のとびらの活動を幅広

く他大学の関係者にも知ってもらうことと，留学のと

びらの学生達が自分たちの日頃の活動を振り返る機会

を持つために，大学教育改革フォーラム in 東海2016に

て「学生による海外留学促進活動：留学前後のピアサ

ポート」と題し，ポスター発表を実施することとなっ

た。

2．ポスター発表

　ポスターには，留学のとびらの活動内容，留学フェ

アや相談会の様子などを詳細に明記し（詳しくは資料

1を参照），発表当日は多くの参加者から以下の質問

や意見が寄せられた。

　・�留学のとびらは何人ぐらいのメンバーが在籍して

いるか。

　・�留学のとびらの活動はどのように始まったか。

　・�留学のとびらの活動頻度・活動規模はどれくらい

か。

　・�留学のとびらと名古屋大学との関係はどのように

しているか。

　・�留学のとびらの活動は，留学のとびらから学生達

に向けて呼びかけるのか，学生達から留学のとび

らへ訪ねに来るのか。

　・�今の活動に満足しているか，今後更に活動を大き

くしていきたいか。

　・�学生主体で留学促進の活動ができることが素晴ら

しく感心する。

　・�留学のとびらのような団体は，自分の大学にはな

いので，是非同様の取り組みを始めたい。

3．今後の展望

　ポスター発表を通して，特に留学のとびらにとって

は，客観的な視点で自分たちの活動を捉えられたこと

が，一番の学びであった。また，留学のとびらのような

学生主体の海外留学促進活動は，他大学ではあまり行

われていない活動であると実感でき，今後も他大学の

見本になる活動を目指したいと思っている。一方で，

今後も留学のとびらの活動を継続していくには，組織

運営とともに，自分たちの活動へのモチベーションを

どのように維持できるかが課題であるということも明

確になった。しかし，他大学関係者に留学のとびらの

活動内容を説明することで，学生たちは自分たちの活

動に対して好評価が得られ，よい振り返りができたと

感じる。海外留学部門としても，学外の大学関係者か

らの質問を聞くことで今後の留学のとびらの展望，発

展について考えるよい機会になった。これからも定期

的に，留学のとびらの学生とともに，学生が主体的に

海外留学を促進する活動を学内外に周知していきた

い。
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